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〈論文要旨〉
　2 泊 3 日のカウンセリング体験学習の短期研修型エンカウンター・グループの影響をアウトカ
ムとプロセスから検討した。カウンセリング体験学習研修のエンカウンター・グループ体験群
は 12 名の社会人・職業人で、統制群は 28 名の看護学科の学生である。グループ体験群では、
事前テストと事後テストの間で日本版 POI の Fr（内的感受性）、エゴグラムの NP（養育的な親
の自我状態）、Y－G 性格検査の C（回帰性傾向）と A（支配性）に有意差がみられ、内的感受性
と回帰性傾向が増大し、養育的な親の自我状態と支配性が減少した。統制群では、有意差はみ
られなかった。プロセスへの影響をみるためにグループでの 6 種類の「自己概念及び他者認知」、
つまり「現実自己」、「理想自己」、「メンバー自己」、「スタッフ（ファシリテーター）自己」、「ス
タッフ（ファシリテーター）認知」、及び「グループの雰囲気の認知」を SD 法（16 対の形容詞）
によって 5 回（初回、第 3、第 5、第 7、第 8 セッションの終了時に）測定した。カウンセリン
グ体験学習研修群では、「自己概念及び他者認知」の変化が「理想自己」と「グループの雰囲気
の認知」において認められた。「現実自己」とそれ以外の「自己概念及び他者認知」とのズレ得
点の変化は、「グループの雰囲気の認知」において認められ、ズレは次第に小さくなって「現実
自己」に近づいた。
An empirical study of short-term type of encounter 
group as a three-day training of counseling 
Yoshimi ITO
〈Key Words〉
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〈Abstract〉
　In this paper I examined the outcome and process of the short-term type of encounter group 
as a 2-day commute method of training of counseling. Members of encounter group were 12 
working men and women learning counseling. Control group was composed of 28 students of 
the nursing department. The significant differences were found in Fr of Japanese version of 
POI, NP of egogram,and C and A of Y－G personality test. Four kinds of self-concepts （real self, 
ideal self, member self, and facilitator self） and two kinds of recognitions of others （facilitator 
and atmosphere of the group） were measured five times by SD method using 16 pairs of 
adjectives. The changes of self-concept and recognition of others were found in “ideal self” and 
“recognition of atmosphere of group” The discrepancy scores between “recognition of 
atmosphere of the group” and “real self” became small, and “recognition of atmosphere of 
group” approached “real silf” gradually.
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カウンセリング体験学習の短期研修型 
エンカウンター・グループの実証的研究
伊 藤 義 美
問題　と　目的
　今日ではわが国にグループ・アプローチがかなり浸透しており、多様なグループの試みが
なされるようになっている（伊藤ほか、1999；伊藤、2002；伊藤ほか、2010 など）。そのひ
とつの特徴として、エンカウンター・グループ（Encounter Group）がカウンセリング学習
やメンタルヘルス指導者養成などの研修に活用されており、比較的短期のグループがなされ
ていることがあげられよう。学習研修や養成研修として実施される比較的短期型のエンカウ
ンター・グループは、どのような体験的意義があるのだろうか。数多くのグループ実践がな
されているが、研究面ではそれほど進んでいないようである（伊藤ほか、2010 など）。
　本稿では、カウンセリングの体験学習研修として実施されたエンカウンター・グループ
体験をアウトカムとプロセスにおいて実証的に検討する。グループ体験のアウトカムは、パー
ソナリティ検査を用いて測られる。用いるパーソナリティ検査は、日本版自己実現尺度
（POI）、エゴグラム（TEG）及び Y－G 性格検査である。自己実現尺度は、エンカウンター・
グループのアウトカム研究でよく用いられているが、その結果はかならずしも一貫していな
い。エゴグラムは交流分析の構造分析で用いられる質問紙だが、自我状態はグループ体験と
関係がありそうである。Y－G 性格検査を用いたアウトカム研究では矛盾する結果さえ報告
されている（竹内、1977；野島、1977；伊藤、1989；伊藤、2015）。グループのプロセスの
検討には、SD法を用いて自己概念及び他者認知の変化をとりあげる。自己概念として、グルー
プでの現実自己、理想自己、メンバー自己、ファシリテーター自己の 4 つの側面を、また他
者認知としてファシリテーターとグループの雰囲気の 2 つの側面を取り上げる。いずれも
SD（Semantic Differential）法によって測定される（Osgood et al., 1957）。自己概念は、個
人の行動や適応を規定する重要な要因であることが明らかにされている。また SD 法は、自
己概念を測定する方法として有効であることが認められている。
方　法
　社会人や職業人を対象にしたカウンセリング体験学習研修として行われた 2 泊 3 日の比較
的短期型のエンカウンター・グループを、アウトカムとプロセスについての数量的なデータ
によって検討する。なお、グループ体験群と統制群の参加者には、結果については統計的に
処理され個人の結果を問題にしないことで研究への協力を得ることができた。
カウンセリング体験学習の短期研修型エンカウンター・グループの実証的研究 
3
1．エンカウンター・グループの体験群
（1）カウンセリング体験学習研修グループ
　カウンセリングを学習している社会人・職業人を対象としたカウンセリング体験学習研修
グループである。参加者は 12 名（男性 2 名、女性 10 名）で、教員や看護師が多かった。年
齢的には 20 歳代から 40 歳代までおよび、40 歳代が 7 名いた。2 泊 3 日の日程で、全体会 2、
グループ・セッション 8、懇親会によって構成された。各グループ・セッションは 2 ～ 3 時
間であり、時間数は合計約 16 時間である。ファシリテーターは筆者と、他にファシリテーター
の研修としてコ・ファシリテーター見習いが 2 名（男女 1 名ずつ、いずれも教員でグループ
経験あり）加わった。
（2）統制群
　A 大学の大学生 28 名（看護学専攻の 2 年生、女性、年齢的には 20 歳前後が多い）。アウ
トカムを測定する POI、エゴグラム、Y－G 性格検査がほぼ一週間の間隔をおいて実施された。
なお、この間に日常生活において大きな影響をあたえた出来事があった者は報告するように
求めた。エンカウター・グループの記録映画『出会いへの道』を観せて、「機会があればこ
の種のエンカウンター・グループの合宿に参加したいかどうか」を 5 件法（1．どうしても
参加したくない、2．できれば参加したくない、3．どちらでもない・わからない、4．でき
れば参加したい、5．ぜひとも参加したい）でたずねた。そして「4．できれば参加したい」
と「5．ぜひとも参加したい」にチェックした学生が統制群として選ばれた。なお、統制群
に選ばれた学生のなかには日常生活で大きな影響をあたえた出来事を報告した者はいなかっ
た。
2．アウトカムの測定
　集中的グループ体験のアウトカムへの影響をみるために日本版 POI（自己実現尺度）、エ
ゴグラム（TEG）、Y－G 性格検査をグループの開始前と終了時に計 2 回実施した。
3．プロセスの測定
　集中的グループ体験のプロセスでの影響をみるために、グループにおける 6 種類の自己概
念及び他者認知をとりあげた。すなわち自己概念として、「現実自己（グループでの実際の
私）」、「理想自己（グループでの理想の私）」、「メンバー自己（他のメンバーに映った私）」、「ス
タッフ自己（スタッフつまりファシリテーターに映った私）」を、他者認知として「スタッ
フ（ファシリテーター）認知」と「グループの雰囲気の認知」をとりあげた。これらを SD
法（16 対の形容詞：長島ら、1968）を用いて、カウンセリング体験学習研修グループの第 1
セッション（初日午後）、第 3 セッション（初日夜）、第 5 セッション（2 日目午後）、第 7 セッ
ション（2 日目夜）、第 8 セッション（3 日目午前）の終了時に計 5 回測定した。
結果　と　考察
1．アウトカムについて
　まずエンカウンタ ・ーグループ体験群と統制群において各尺度について分散分析を行った。
カウンセリング体験学習研修グループにおいて処理（時期）の主効果が有意であったのは、
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POI の Fr、TEG の NP、及び Y－G 性格検査の C と A あった。統制群ではいずれの尺度で
も有意でなかった。カウンセリング体験学習研修グループにおいて分散分析で有意であった
尺度について対応のある t 検定を行った結果が表 1 にまとめてある。
　学習研修グループでは、POI の Fr（内的感受性）が増大し、TEG の NP（養育的な親の
自我状態）が減少し、Y－G 性格検査の C（回帰性傾向）が増大してＡ（支配性）が減少し
ている。これらの変化は統制群ではみられず、エンカウンター・グループ体験の効果とみな
せる。これは、カウンセリング体験学習研修グループではある参加者からのかなり重いに自
己開示に参加者が情緒的に揺さぶられたというグループ・プロセスの展開の特徴が反映され
ていると思われる。
2．プロセスについて
（1）カウンセリング体験学習研修グループにおける自己概念及び他者認知の評定
　カウンセリング体験学習研修グループについて、自己概念及び他者認知の平均値と標準偏
差を求めたのが表 2 である。それぞれの自己概念及び他者認知につて分散分析をしたところ
処理（時期）について有意であったのは、「理想自己」（F=7.36, p<.05）と「グループの雰囲
気の認知」（F=6.20, p<.01）であった。それぞれについて t 検定をすると、「理想自己」では、
＃ 1 と＃ 3（t=－2.52, p<.05）、＃ 1 と＃ 5（t=－4.02, p<.01）、＃ 1 と＃ 7（t=－3.69, p<.01）、＃ 
1 と＃ 8（t=－3.45, p<.01）に有意差があった。「グループの雰囲気の認知」では、＃ 1 と＃ 3
（t=3.45, p<.01）、＃ 1 と＃ 5（t=2.29, p<.05）、＃ 1 と＃ 7（t=3.05, p<.01）、＃ 1 と＃ 8（t=2.79, 
p<.05）、＃ 3 と＃ 5（t=－2.30, p<.05）、＃ 5 と＃ 7（t=2.52, p<.05）にそれぞれ有意差がみら
れた。
　自己概念のうち「現実自己」、「メンバー自己」、「スタッフ自己」、他者認知のうち「スタッ
フ認知」にはグループ・セッションにおいて差異は認められていない。「理想自己」では、
第 1 セッションよりも第 3 セッション以後の第 5、第 7、第 8 セッションにおいていずれも
低くなっている。「グループの雰囲気の認知」は、第 1 セッションよりも第 3 セッション以
後の第 5、第 7、第 8 セッションにおいていずれも高くなっている。また、第 5 セッション
人格検査 種類 POI TEG Y-Ｇ性格検査 
 群 尺度 Ｆｒ ＮＰ Ｃ Ａ 
グループ体験群 事前テスト 
3.00  15.58 8.75 10.75 
（カウンセリング体 
(1.35) (3.55) (4.73) (4.51) 
験学習研修群） 事後テスト 
4.25 14.25 11.33 9.25 
 （n=12） 
(1.09) (3.03) (4.52) (4.00) 
  t値 5.000**  -2.464*  2.311* -2.628* 
統制群 事前テスト 
いずれの尺度にも有意差なし 
(n=28） 事後テスト 
     *p<.05 **p<.01 
表 1　カウンセリング体験学習研修グループにおいて事前テスト
と事後テストで有意差がみられた尺度の平均（SD）
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では、第 3 セッションと第 7 セッションよりも低く評定されている。「理想自己」と「グルー
プの雰囲気の認知」は、第 1 セッションとそれ以後のセッションに評定のちがいが認められ
るが反対の方向性を示している。
　このようにカウンセリング学習研修グループでは、「理想自己」と「グループの雰囲気の
認知」に変化がみられた。変化の傾向としては、「現実自己」、「スタッフの認知」、「グルー
プの雰囲気の認知」は高くなる方向であるが、「理想自己」は低くなる方向である。なお、「ス
タッフ認知」と「グループの雰囲気の認知」は、途中においても変化がみられている。「メ
ンバー自己」と「スタッフ自己」はいずれも変化していない。
（2）カウンセリング体験学習研修グループにおける「現実自己」と他の自己概念・他者認知
表 2　カウンセリング体験学習研修グループにおける自己概念及び他者認知（n=12）
表 3　カウンセリング体験学習研修グループにおける自己概念及び
他者認知の現実自己とのズレ　（n=12）
種類         
セッション
 ＃１    ＃3     ＃5    ＃7     ＃8  
現実自己 
Ｍ 62.83 63.5 62.17 63.08 64.25   
 ＳＤ (8.66) (6.34) (5.15)   (7.62) (6.60)  
理想自己 
Ｍ 78.58  73.67  71.92   71.58 72.58 #1>#3＊,#1>#5＊＊ 
 ＳＤ (6.79) (7.60) (6.90)  (7.31) (4.82) #1>#7＊＊,#1>#8＊＊  
メンバー自己            
Ｍ 
ＳＤ 
63  63 60.92  62.17 62.58 
 (9.36) (6.48) (5.42)  (8.01) (6.97) 
スタッフ自己 
Ｍ 61.5  62.33  61.25   63.5 63.92 
 ＳＤ (6.71)  (5.84) (4.57)  (6.56) (4.77) 
スタッフ認知 
Ｍ 62.33  68  69  70.5 67.25  
 ＳＤ (6.45) (5.90) (6.68)  (6.29) (7.07)   
グループの雰囲気の認知 
Ｍ 57.75  65.58  62   67.17 65.58  #1<#3＊＊,#1<#5＊,#1<#7＊＊ 
  SD (6.40)   (2.96) (4.53)  (5.21) (5.33)  #1<#8＊,#3>#5＊,#5<#7＊ 
 *p<.05 **p<.01
種類         
セッション
 
＃１ ＃３ ＃５ ＃７ ＃８ 
理想自己とのズレ 
Ｍ 3.370  2.333  2.391 1.677 1.573 
 ＳＤ (2.940) (1.951) (1.532) (2.128) (1.280) 
メンバー自己とのズレ 
Ｍ 1.135  0.875  0.974 0.786 0.656 
 ＳＤ (0.718) (0.653) (0.994) (0.535) (0.663) 
スタッフ自己とのズレ 
Ｍ 1.177  0.875  1.089 0.693 0.740 
 ＳＤ (0.792) (0.650) (0.904) (0.412) (0.733) 
スタッフ認知とのズレ 
Ｍ 2.875  1.802  2.146  1.609 1.167 
 ＳＤ (2.664) (1.554) (1.620) (1.875) (0.972) 
グループの雰囲気の Ｍ 3.391  1.474  1.490  1.359 1.000   #1>#3*, #1>#7* 
認知とのズレ ＳＤ (2.621) (1.023) (1.588) (1.171) (0.820)  #1>#8* 
                               *ｐ<.05  
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とのズレ
　「現実自己」と他の自己概念・他者認知とのズレ得点を示したのが表 3 である。分散分析
をすると、処理（時期）において有意であったのは「グループの雰囲気の認知」と「現実自
己」のズレであった（F=4.488, p<.01）。したがってこれについて t 検定をしたところ＃ 1 と＃ 3
（t=－2.355, p<.05）、＃ 1 と＃ 7（t=－2.735, p<.05）、＃ 1 と＃ 8（t=－2.964, p<.05）に有意差が
みられた。第 1 セッションに比べて、第 3 セッション、第 7 セッション、第 8 セッションで
は「グループの雰囲気の認知」と「現実自己」のズレは明らかに小さくなっている。
　「現実自己」とのズレでは、カウンセリング体験学習研修グループでは「グループの雰囲
気の認知」とのズレが変化の指標として有効であった。「グループの雰囲気の認知」と「現
実自己」とのズレが小さくなっている。
3．全体のまとめ
　カウンセリング体験学習研修の短期研修型のエンカウンター・グループ体験がアウトカム
とプロセスにどのように影響をあたえるかを実証的に検討した。パーソナリティの次元や自
己概念及び他者認知にグループ体験の影響が認められた。どのようなパーソナリティ次元や
自己概念及び他者認知に影響をあたえるのかは、メンタルヘルス担当者養成研修（伊藤、
2015）とカウンセリング体験学習研修という違いによるものか、取り上げたグループ構成の
特徴やグループの展開による特徴なのかは、今後のさらなる検討を必要とする。またグルー
プのプロセスを検証する上で、適切な統制群をどのように設定するかも重要な課題である。
今回の結果を直接比較できる研究や報告はみあたらない。しかしながら短期研修型のエンカ
ウンター・グループにおいてもパーソナリティの次元や自己概念及び他者認知に影響が認め
られることが明らかにされたと言えよう。短期研修のグループ体験群でも参加者のグループ
体験に違いはあるので、今後はグループ体験の類型（High Learner と Low Learner など）
や個人差に着目した研究も求められるだろう。
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